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1．はじめに 

現在，新たなウェアラブルデバイスとして，腕時計型のス

マートウォッチが注目されている．米国Google社は，スマー

トウォッチ向けに設計した Android OSベースのオペレーテ

ィングシステム Android Wear を開発，提供しており，

Android スマートウォッチ市場が拡大している． 

しかし，スマートウォッチはスマートフォンに比べてタッチ

ディスプレイがとても小さいため，タッチ入力の操作性，正

確性が課題となる．そのため本研究では，スマートウォッチ

上で動作するジェスチャー入力アプリの開発を行う．画面

に触れずに行う，非接触ジェスチャー入力を加えることによ

って，入力，操作の効率化を図ることを目的とする． 

2．関連研究 

腕時計型デバイスにおけるインタフェースの例として，手の

甲全体をタッチパネルに見立てる入力インタフェースの研

究[1]がある．このシステムでは，ユーザーが赤外線 LED，

赤外線センサー，圧電センサーを搭載した端末を腕に装

着することで，手の甲に触れた指を検出することができる． 

また，非接触ジェスチャー入力の例として，イヤホンに使

用されている磁石を利用してスマートフォンを操作する研究

[2]がある．スマートフォンが磁気を読み取るため，端末に触

れずにジェスチャー入力を行うことができる． 

3．磁石を利用したジェスチャー入力 

本研究では，永久磁石を利用したジェスチャー入力アプ

リの開発を行う．磁石の磁気を利用することにより，非接触

ジェスチャー入力の実現を可能にする．また，タッチ時の微

量な振動を読み取ることにより，ディスプレイに触れずに行

うタッチ入力の実現を可能にする． 

ユーザーは，磁気センサーと加速度センサーが内蔵され

ているスマートウォッチ端末を腕に装着し，反対側の手の指

に磁石を装着する．そして図１のように，手の甲全体を画面

に見立ててジェスチャー操作を行う．手の甲をタッチすると，

対応した座標での選択を行い，直後に指を素早く移動させ

た場合はスワイプ動作として認識する． 

また，今回はスマートウォッチに対応したアプリを開発す

るための充分な環境が得られなかったため，Android スマ

ートフォンをスマートウォッチと仮定して開発を行った． 

4．システムの仕組み 

本研究では，ベースとなるAndroidアプリの開発を行った

後，タッチ判定，磁力検知，スワイプ判定のシステムを構築

した． 

タッチ判定 

手の甲をタッチする際，振動が端末の画面に対して垂直

方向(Z 軸)に働くため，Z 軸の加速度をもとにタッチ判定を

行う．加速度値に変化があった場合，変化前から 15 フレー

ム分の加速度値を記憶する．その後，すぐに元の値に落ち

着いた場合にのみ，タッチをしたと判定する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

磁力検知 

磁気センサーは，磁力を X,Y,Z軸の 3方向で検知する．

手の甲で操作する際，磁石は端末に対してほぼ水平に移

動するため，X,Y 軸の磁力値をもとに計算を行う．三角関

数を利用して磁気センサーと磁石の距離と角度を算出し，

画面内における X,Y座標を決定する．  

スワイプ判定 

常に一定の磁力値を記憶しておき，タッチ判定が呼び出

された時から前後 30 フレームの値を比較する．値に大きな

変化がなかった場合はタッチと認識し，変化があった場合

はスワイプと認識する．また，変化前と変化後の距離，角度

の差からスワイプした方向を決定する． 

5．課題 

 本研究では Androidスマートフォンをスマートウォッチと仮

定して開発を行った．実用化を図るためには，開発したア

プリをスマートウォッチに対応させる必要がある． 

 また，本研究は磁気センサーを利用して操作するため，

地磁気の影響を考慮する必要がある．そのため，現在は地

磁気の値を差し引いて初期値を設定しているが，ジェスチ

ャー入力中に端末の方向や角度に変化があった場合に初

期値が狂ってしまう問題がある．現在は画面をタッチするこ

とで改めて初期値を設定しているが，ユーザーが移動しな

がら使用することを考え，自動で行う必要がある． 

6．まとめ 

 本研究では，スマートウォッチの欠点を補いながら，直感

的な操作ができるシステムを構築した． 

タッチディスプレイでの操作以外に，手の甲でのタッチ，

スワイプ操作を加えることにより，より多くの操作が可能にな

った． 

参考文献 

[1] 中妻, 牧野, 篠田, リストバンド型デバイスを用いた指

先位置検出による入力インタフェース, 情報処理学会イン

タラクション 2011, 2011年. 

[2] 山本, 宮下, イヤホンを用いたスマートフォンの操作と

個人認証, 情報処理学会インタラクション 2013, 2013年. 

図 1 ジェスチャー入力構想 図 2 デバッグ画面 

A-15 
 

平成 26 年度電子情報通信学会東京支部学生会研究発表会

Copyright © 2015 IEICE-8-

講演番号： 8


